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望ヽbstract

ヽヽ′hen the induction generator be utilized for a sman M/ater power station and a郡 ′ind poM/er

station is rapidly connected to a po、 '、 er distribution line,the inrush currents noM/into it  The

inrush current causes the voltage drop、 、rhich has an injurious effect on the load  ln this paper,

comparative study of the analytical solution of the inrush current obtained frOm the rnethod of

instantaneous value symlnetrical coordinates and the solution of co■ 1lnOn use have been attempt‐

ed  The solution of coHirnon use has a steady alternating current,a transient direct current and

a transient alternating current  The sOlution obtained frOna the rnethod of instantaneous value

sy■11■■etrical coordinates has a steady altemating current,three transient altemating currents,

and a transient direct current and is available for the detailed study of the inrush current  The

future problem is to clari, the relationship bet、、「een a transient direct current and three

transient alternating currents

1.  は じ め に

クリーンで再生可能な自然エネルギーを,低
コス トで, しかも効率よく電気エネルギーに変

換する技術開発が,最近, とみに活発になされ
るようになった。自然エネルギー利用技術は,自

然の汚染や生態系の秩序破壊を極力小さく抑

え,しかも枯渇しない大量のエネルギーを,我 々

に供給してくれるからである。

小水力や風力,波力などの変動する自然エネ
ルギーを電気エネルギーに変換するために,か
ご形誘導発電機 (以後 IGと 略記)が重宝される

ようになった。IGは ,経済性,構造上の堅ろう

さ,制御と保守,将来の増設の容易さなどの面
で優れているからである。

ところが,実際に IGを電力系統に連系する

際に,定格電流の 6～ 7倍の突入電流が IGに流
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れ込む。実際には IGは配電線に連系される場

合が多いが,突入電流は,電圧降下を引き起こ

し,連系点付近の負荷に電磁開閉器や電子計算

機などが入っていれば,それらを誤動作させる

などの悪影響を及ばしてしまう。

いずれにしても,IGの過渡現象の抑制と制御

が必要になる。そのためには,IGの過渡現象の

発生と進展,消滅の機構を良く知らねばならな
い。ところが,回転電気機械の過渡現象は,複
雑であり,不明な点を多く抱えている。
そこで,本稿では,IGの系統連系時突入電流
という過渡現象に着目し,瞬時値対称座標法(1)

による突入電流の線形近似解析解と従来の突入

電流解°)を比較検討し, この種の理論の発展方

向を明らかにした。
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